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・ 交通渋滞の緩和 
・ 物流効率化の支援 
・ 生活環境の改善 

1 

：自）東京都町田市鶴間 

：至）東京都町田市鶴間 

：2.1km・21.0ｍ 

：4車線 

：44,700台/日 

：平成14年度 

：約643億円（前回：587億円） 

とうきょうと     まちだし    つるま 

とうきょうと     まちだし    つるま 

区 間 

 

計画延長・幅員 

車 線 数 

計 画 交 通 量 

事 業 化 

全 体 事 業 費 

１．事業の概要 

（１） 事業の目的と計画の概要 

目 的 

計画概要 

保土ヶ谷バイパス（Ⅱ期）  

延長＝2.1km 
凡例：計画交通量 

（台/日） 

44,700（台/日） 

再評価対象区間 

至 

横
浜 

至 

八
王
子 

東京都 

横浜市 町田市 

大和市 

神奈川県 

横浜町田ＩＣ 

上川井ＩＣ 

東名入口 

卸センター入口 

つきみ野入口 

南町田北 

平 面 図 

保土ヶ谷バイパス（Ⅱ期） 

位 置 図 

標準横断図 

（単位：ｍ） 

21.0 

7.0 7.0 

7.0 7.0 4.0 4.0 

一般部 一般部 

38.0 

本線部 
(保土ヶ谷バイパス(Ⅱ期)) 

H26.4に信号機が撤去されていますので 
外しています。 

開 通 区 間 

凡 例 

高 速 道 路 
国 道 
主要地方道 
一般都県道 
市 道 

整備中区間 

開 通 区 間

凡 例

高 速 道 路
国 道
主要地方道
一般都県道
市 道

整備中区間

計画交通量 

前回再評価の値 

・国道１６号保土ヶ谷バイパス（Ⅱ期）は、東名高速や国道246号と立体交差し、開通後は東名高速（横浜町田IC）と接続。 
・沿道には、住宅地や商業施設、物流施設、駅等の公共施設が多く立地。 



17件 
（10％） 

10件 
（6％） 

2件（1％） 

車両相互の追突事故が 

約７割（166件中111件） 

車両相互（追突）

車両相互（右左折）

車両相互（出会い頭）

車両相互（その他）

人対車両

車両単独

111件 
（67％） 

12件 
（7％） 

14件 
（8％） 

19.77194 12.3 14.3 8.646864 12 17.800849 15.1558 13 13.44 18 17 16.5929 16 18.735098 18.306 # 16.290637

22.446769 14.2 16.9 11.014423 15 22.339771 22.2739 20 19.01 23 22 21.3279 17 23.13468 22.855 # 19.813207
27.822358 16.3 19.5 11.545375 17 26.403467 37.4249 33 30.55 35 35 30.9251 23 33.09392 34.175 # 30.683182

24.513196 15.2 19.5 10.939783 18 27.421284 42.6207 40 37.73 40 39 33.7338 25 36.57091 39.196 # 37.35556
22.613793 14.5 17.8 10.692388 17 27.982924 44.9395 43 40.1 43 43 37.2936 26 38.181865 42.312 # 40.488178

24.539653 14.6 17.5 9.901829 18 28.402785 48.9328 48 46.13 49 48 40.071 27 43.026666 49.655 # 50.195
29.978533 16.4 20.8 11.21638 18 29.750883 54.7627 54 53.25 56 56 44.4498 29 47.625802 56.793 # 63.143548

25.990945 14.8 18.6 9.971469 18 30.264641 56.3321 57 55.88 58 58 47.0664 30 50.005862 60.45 # 69.101293
17.357902 11.2 14.1 8.440859 19 29.414759 56.1653 57 55.5 57 56 45.9967 30 49.352593 60.305 # 66.982685

13.926249 10.4 12.5 8.168251 18 29.461409 54.66 54 53.39 55 54 44.0927 29 47.69718 56.234 # 61.913498
14.803699 10.9 12.8 8.177054 18 28.856994 52.7027 51 49.75 52 51 40.9216 28 45.319193 53.77 # 55.761302

24.63398 15 18.5 10.79678 19 30.113332 50.5739 49 47.86 50 49 40.0834 27 43.8885 51.285 # 51.799097

58.614391 46.9 36 39.492287 33.050416 19 15.435543 12.9 25 27 28 29.174 30.1247 33 29.019436 32.882 # 33.555116

61.885378 48.4 37 40.978049 34.075579 18 14.752493 12.56 22 24 25.2 27.004 28.1755 30 29.019943 32.607 # 32.696412
60.419698 46 33 38.79766 33.49758 16 13.901049 12.25 21 22 25 27.1 31.0335 32 29.651119 34.24 # 38.275536

59.955724 37.6 32 39.369851 33.067776 15 13.268809 10.32 17 18 19.9 22.197 24.5476 27 25.497543 28.421 # 30.170783
60.571248 40.3 32 37.478095 32.288184 15 12.595489 9.656 16 17 17.5 19.453 21.6877 24 21.975003 24.506 # 23.56476

60.673649 44.6 33 37.920072 33.26736 15 12.782506 9.571 16 17 18.3 20.346 22.2221 25 23.108751 25.185 # 24.895794
60.770818 43.5 32 37.794642 32.68747 15 12.279464 9.117 17 18 19.2 21.83 25.088 28 25.306648 29.539 # 32.214224

60.807695 41.4 31 37.920015 32.002472 14 11.864413 9.03 16 17 18.1 20.972 23.8536 27 25.16596 28.544 # 30.380542
59.643805 37.8 28 37.352283 31.814824 15 12.368016 8.689 15 16 17.3 19.479 22.0634 25 22.487586 26.114 # 25.122434

58.994171 34.9 29 35.09275 31.060542 16 12.172529 8.612 15 16 17.1 19.349 21.104 24 20.825939 23.36 # 21.981466
59.099463 37.6 29 35.893902 30.2772 16 11.94335 8.465 15 15 17 19.954 21.2267 24 21.394307 23.287 # 21.568273

59.438396 41.6 31 36.16325 30.006618 16 12.326849 8.591 15 16 18.3 22.339 24.2533 26 23.31314 26.777 # 23.671379
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１．事業の概要 

（２）－１事業の必要性（国道16号の交通状況） 

国道１６号の交通状況 

7時- 

9時- 

11時- 

13時- 

15時- 

17時- 

19時- 

横浜町田IC 

旅行速度
■ 20km/h未満
■ 30km/h未満
■ 40km/h未満
■ 50km/h未満
■ 50km/h以上

保土ヶ谷バイパス（Ⅱ期） 延長2.1km  

再評価対象区間 

開
通
前 開

通
後 

死
傷
事
故
率 

[

件/

億
台
キ
ロ] 

出典：交通事故データ（H24～27） 

至 

横
浜 

至 

八
王
子 

至 横浜 

撮影：H28.4.22 
至 八王子 

至 横浜 

至 八王子 
撮影：H29.4.10 

本線部開通後 

上り 

下り 

7時- 

9時- 

11時- 

13時- 

15時- 

17時- 

19時- 

開通後の写真は長大が撮影 
H29.4.10の南町田駅現地踏査時に撮影 

南
町
田
北 

東
名
入
口 

川
井
浄
水
場
入
口 

上
川
井 

イ
ン
タ
ー 

出典：ETC2.0プローブデータ（H27.4～H28.3（全日）） 
※上川井インター交差点～南町田北交差点を連続利用していないトリップを対象（一般部利用交通と想定） 

 旅行速度 ■20km/h未満 ■30km/h未満 ■40km/h未満 □40km/h以上 

開 通 区 間 

凡 例 

高 速 道 路 
国 道 
主要地方道 
一般都県道 
市 道 

整備中区間 

主要渋滞箇所 

本線部開通前 

東名入口交差点（上り）の交通状況 

・国道16号保土ヶ谷バイパス（Ⅱ期）区間は、主要渋滞箇所である東名入口交差点を中心に速度低下が発生。 
・事故類型別の死傷事故発生状況では、追突事故が約７割を占める。 
・当該区間の整備により、交通の円滑化が図られ、交通渋滞の緩和および死傷事故の減少が見込まれる。 

国道１６号の事故類型 
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16 

横浜町田ＩＣ 

至 八王子 

16 

上川井 
インター 

至 渋谷 

南町田北 

至 横浜 至 厚木 

246 

つきみ野入口 

信頼性向上効果計測区間 

凡 例 
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１．事業の概要 

（２）－２事業の必要性（所要時間の短縮・時間信頼性の向上） 
・国道16号保土ヶ谷バイパス（Ⅱ期）本線部は平成28年4月に開通。 
・上川井インター交差点～南町田北交差点間の旅行速度が向上するとともに、所要時間のばらつきが小さくなり、 
  時間信頼性が向上。 

精査中 

上下計_12時間

ｹｰｽ 10%ﾀｲﾙ 90%ﾀｲﾙ ﾊﾞﾗﾂｷ幅
開通前 6.0 13.7 7.7 11.0 12.3 13.7 10.7 18.2 3,243
開通後 2.5 7.1 4.6 3.0 3.5 7.1 5.0 38.7 3,243

整備効果 3.5 6.6 3.1 8.0 8.7 6.6 5.6 -20.5 0.0

上り_12時間

ｹｰｽ 10%ﾀｲﾙ 90%ﾀｲﾙ ﾊﾞﾗﾂｷ幅
開通前 5.8 12.0 6.2 11.0 11.3 12.0 10.0 19.6 3,257
開通後 2.5 7.9 5.5 3.0 3.6 7.9 5.2 37.6 3,257

整備効果 3.3 4.1 0.7 8.0 7.8 4.1 4.8 -18.0 0.0

下り_12時間

ｹｰｽ 10%ﾀｲﾙ 90%ﾀｲﾙ ﾊﾞﾗﾂｷ幅
開通前 6.6 14.2 7.7 12.0 13.4 14.2 11.4 16.9 3,228
開通後 2.6 6.3 3.6 3.0 4.0 6.3 4.6 41.7 3,228

整備効果 3.9 8.0 4.0 9.0 9.4 8.0 6.8 -24.8 0.0

所要時間のばらつき 最頻値

走行時間

所要時間のばらつき 最頻値

走行時間

所要時間のばらつき 最頻値

走行時間
平均値

平均値
速度

延長
最頻値

以上平均

下位

10％

最頻値

以上平均

下位

10％

最頻値

以上平均

下位

10％

平均値
速度

延長

平均値
速度

延長

平均値

平均値

0 10 20 30 40 500 10 20 30 40 50
0 10 20 30 40 50

■ 旅行速度の向上効果 

平均旅行速度（ｋｍ/ｈ） 

上り： 
横浜方面 

下り： 
八王子方面 

開通前 

開通後 

開通前 

開通後 

約20km/h 

約38km/h 

18km/h向上 

約17km/h 

約42km/h 

25km/h向上 

33.614653 19.8 26.9 20.013161 14 19.282672 14.4119 15 20.97 18 18 19.4903 17 16.954821 13.448 # 10.213509

43.731629 21.2 31.6 29.892079 19 26.520803 21.9579 22 26.7 24 25 25.2025 18 19.275613 15.273 # 11.128329
40.954599 21.5 30.2 32.415156 22 34.219364 48.2089 42 43.36 37 37 36.3903 26 29.758018 25.285 # 18.885906

39.360601 19.7 31.3 32.208759 22 34.768887 48.132 43 41.88 37 35 34.3966 25 28.763164 26.148 # 20.873861
40.047362 20.4 31 31.418807 23 35.256169 49.0312 46 45.61 42 42 40.2234 27 33.1548 30.98 # 24.84553

41.361399 19.7 30.7 29.958955 22 35.234408 50.4373 48 48.82 47 47 45.7285 31 41.341735 43.01 # 37.836855
42.256358 20.4 30.5 31.105591 24 37.785002 60.7526 57 56.27 56 56 53.6565 34 47.722543 52.528 # 47.933039

39.893821 19 29.5 27.656489 23 37.352442 65.1414 62 59.56 59 59 55.7589 35 50.243763 55.179 # 55.044796
39.609022 18.6 29.6 26.746595 23 37.261686 65.3826 62 59.87 58 59 55.3575 35 50.631053 56.941 # 53.991305

40.866192 19.2 31 26.593192 22 36.775063 63.0922 59 57.1 54 54 52.1844 34 48.544283 52.589 # 48.144008
40.466464 19.7 30.9 28.056548 23 36.5584 58.3988 55 52.23 49 48 46.2468 31 41.927368 40.164 # 30.407246

44.019637 21.7 32.3 31.429087 25 39.101894 59.1678 55 52.7 49 48 45.473 29 38.778152 36.37 # 27.275029

54.254717 31.4 16 19.634156 46.595811 19 19.071395 33.48 39 44 47.6 49.948 55.1749 51 48.269224 50.726 # 59.099235

54.348671 30.9 15 19.542898 41.340993 17 16.228127 27.87 33 39 42.3 47.893 52.827 46 45.297139 50.857 # 58.793142
56.187335 33.1 15 20.227731 45.845197 16 15.318799 25.62 31 36 39.4 44.725 49.252 45 41.607967 47.288 # 56.0315

56.259641 31.9 15 19.820869 43.275261 16 14.52556 21.02 27 31 34.8 40.903 47.6812 44 41.508527 46.351 # 54.697109
54.736075 30.9 14 18.632435 34.299607 16 14.272546 18.54 25 29 33.2 39.843 47.8216 44 40.939215 47.053 # 54.11991

54.653203 30.2 14 18.564856 33.113212 16 14.5572 19.53 27 31 36.2 44.068 52.354 47 44.965173 50.993 # 58.451402
55.632644 30.9 14 18.70767 33.358402 16 14.603423 20.81 31 36 43.1 51.157 56.8578 50 45.480893 52.513 # 63.567512

54.98858 30.2 13 18.204528 35.244386 15 12.866364 17.17 28 34 39.3 48.842 56.8229 49 47.139254 54.124 # 65.357947
52.929528 29.6 12 16.623983 33.298704 16 12.840865 16.6 29 35 41.8 50.818 56.6153 49 46.524443 53.012 # 64.425404

48.079095 27.1 12 15.597132 31.015182 16 12.84747 16.75 32 38 45 52.97 58.1735 49 46.797142 53.256 # 63.07953
41.794608 26.7 12 15.006839 28.464973 15 12.909379 17.84 33 40 46.3 54.156 59.0689 51 46.197202 51.57 # 61.153857

42.877775 29.5 13 15.908545 30.390238 16 14.972085 24.03 42 50 55.8 59.43 62.393 52 44.832225 52.034 # 62.12846

開
通
後 

7時- 

9時- 

11時- 

13時- 

15時- 

17時- 

19時- 

出典：ETC2.0プローブデータ（H28.5～H29.4（全日）） 
※上川井インター交差点～南町田北交差点を連続利用していないトリップを対象（一般部利用交通と想定） 

 旅行速度 ■20km/h未満 ■30km/h未満 ■40km/h未満 □40km/h以上 

7時- 

9時- 

11時- 

13時- 

15時- 

17時- 

19時- 

上り 

下り 

東京都 

町田市 

国道１６号の交通状況 

企業の声 ヒアリング結果より（H28.6）  

・時間が読めるようになっ
たため、お客さんに配達
時間を明確に伝えられる
ようになった。 （物流業 A社） 

道路利用者の方が実感している整備効果 

高 

狭 

低 

広 

狭くて高い 
＝ばらつきが小さい 
 →到着時間が安定 

広くて低い 
＝ばらつきが大きい 
 →到着時間が不安定 

グラフの見方：グラフの幅と高さ 

ばらつきが 
小さい 

高

狭

低

広

狭くて高い
＝ばらつきが小さい
→到着時間が安定

広くて低い
＝ばらつきが大きい
→到着時間が不安定

グラフの見方：グラフの幅と高さ

ばらつきが
小さい

所要時間の短縮・時間信頼性の向上 

開通前 開通後 出典：ETC2.0データ 開通前：平成28年1月～3月（平日7～18時台の12時間） 
          開通後：平成29年1月～3月（平日7～18時台の12時間） 

◆上り：横浜方面 

◆下り：八王子方面 

頻
度
分
布 

所要時間（分） 

所要時間のばらつきが 

小さくなりました 

頻
度
分
布 

所要時間（分） 

約10分 

約5分 

約５分短縮 

開通前 開通後 

平
均
所
要
時
間
（分
） 

約11分 

約5分 

約６分短縮 

開通前 開通後 

平
均
所
要
時
間
（分
） 

東名入口 

所要時間のばらつきが 

小さくなりました 
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     主要渋滞交差点 
凡  例 
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１．事業の概要 

（２）－３事業の必要性（交通安全性の向上） 
・本線部の開通により、一般部及び並行する幹線道路の交通量が約２割減少（本線部へ交通が転換）。 
・交通の転換に伴い、周辺地域における急ブレーキや、並行する幹線道路の死傷事故が減少し、交通安全性が向上。 

H29.6撮影 

開通後 

至 国道246号 

H28.4撮影 

開通前 
至 国道246号 

単位：台/日

小型車 大型車 全車 小型車 大型車 全車 小型車 大型車 全車 小型車 大型車 全車 調査日
開通前 14,226 2,873 17,099 33,312 8,995 42,307 0 0 0 18,852 5,114 23,966 H27.12.1（火）
開通1ヶ月後 12,792 2,243 15,035 24,490 4,228 28,718 25,631 5,943 31,574 17,022 4,889 21,911 ①H28.5.26（木）
開通3ヶ月後 12,772 2,431 15,203 24,687 4,067 28,754 28,778 7,305 36,083 18,964 4,536 23,500 ②H28.7.28（木）
開通6ヶ月後 12,493 2,046 14,539 24,268 3,765 28,033 28,901 7,366 36,267 17,560 4,733 22,293 ③H28.10.25（火）
開通1年後 12,720 2,075 14,795 23,235 4,516 27,751 28,373 7,921 36,294 18,033 5,097 23,130 ④H29.4.27（木）
開通後平均 12,694 2,199 14,893 24,170 4,144 28,314 27,921 7,134 35,055 17,895 4,814 22,709 ①～④の平均

八王子街道町田街道 R16平面 R16立体

並行道路の状況（町田街道） 

0

10

20

30

40

0

100

200

300

400

500

出典：ETC2.0データ 
 開通前：平成28年1月～3月 
 開通後：平成29年1月～3月 
※単位車両当たりの-0.3G以上の急減速発生回数 
 「減速度0.3G以上」を急ブレーキと定義。 
 一般的に旅客輸送では0.3Gを超えると乗客に 
 不快感を与えるとされている。 

国道16号 

0

20000

40000

60000

80000

100000

120000

町田街道 八王子街道 一般部 本線部

（台/日） 

開通前 開通後 

17,100 14,800 

42,300 

27,800 

24,000 

36,300 

23,100 

約2,300台/日 
減少 

約900台/日 
減少 

約17,700台/日 
（約２割）減少 

約14,500台/日 
減少 

回
／
万
台
日 

４５３ 

３０５ 

開通前 開通後 

出典：警察提供データ 
 開通前：平成28年1月～3月 
 開通後：平成29年1月～3月 
※対象路線 
 国道１６号、国道２４６号 
 町田街道、八王子街道 
（急ブレーキ発生回数分析対象範囲内） 

件
／
３
ヶ
月 

開通前 開通後 

３１ 

２６ 

約２割減少 

国道１６号（一般部）利用者の方の声 

・平面を走行する車両が減って、とても運転し
やすい。渋滞を避けて裏道へ迂回する回数が
減りました。（50代、男性、町田市在住） 

・大きなトラックが前より減ったと思う。
（40代、女性、町田市在住） 

国道16号を利用する地域住民へのアンケートより（WEB方式にてH29.5実施） 

横断図 

本 
線 
部 

一 
般 
部 

※交通量の調査実施日 
 開通前：平成27年12月1日（火） 
 開通後：平成29年4月27日（木） 

約３割減少 

急ブレーキ発生回数の減少 死傷事故発生件数の減少 

国道16号及び並行する幹線道路の断面交通量の変化（A-A’断面） 

0

20000

40000

60000

80000

100000

120000

町田街道 八王子街道 一般部 本線部

0

20000

40000

60000

80000

100000

120000

町田街道 八王子街道 一般部 本線部

0

20000

40000

60000

80000

100000

120000

町田街道 八王子街道 一般部 本線部

0

20000

40000

60000

80000

100000

120000

町田街道 八王子街道 一般部 本線部

国道16号 

交通転換により 
交通量が減少した路線 

精査中 

急ブレーキ発生回数 
分析対象範囲 

東名入口 

南町田北 

つきみ野入口 

246 
東京都 

町田市 

A-A´ 
断面 

本線部 0 36,294 36,294
一般部 42,307 27,751 -14,556

八王子街道 23,966 23,130 -836
町田街道 17,099 14,795 -2,304
断面計 83,372 101,970 18,598

①開通前
H27.12.1

②開通後
H29.4.27

増減量
②-①



○平成１３年１１月：都市計画変更（立体構造） 

○平成１４年度  ：事業着手、用地着手 

○平成１５年度  ：工事着手 

○平成２８年４月 ：本線部４車線開通 

２．事業の進捗状況    

（１）事業の経緯 

5 

平面図 

本 
線 
部 

一 
般 
部 

横断図 

オフランプ 

至厚木 

至渋谷 

上段：計画交通量 

下段：現況交通量 
 （H27全国道路・街路交通情勢調査） 

44,700台/日 
－ 

本線部 

東名 横浜町田ICランプ 

H30年度開通予定 

大和市 

横浜市 

神奈川県 

16 

246 

東名入口 

東京都 

町田市 

開通区間 

凡 例 

整備中区間 

高 速 道 路 

国        道 

八王子街道 

町田街道 

その他道路 

至 

八
王
子 

至 

横
浜 

横浜町田
ＩＣ 

南町田北 

保土ヶ谷バイパス（Ⅱ期） 延長2.1km 

再評価対象区間 

4/4車線 H28年度開通 

29,200台/日 
50,948台/日 

一般部 
オンランプ 

計画交通量 

前回再評価の値 



２．事業の進捗状況    

（２）残事業の概要 

・当該事業の用地取得率は100％（平成24年度取得完了）。本線部（延長2.1km）は平成28年４月に４車線開通済み。 
・平成30年度のランプ部開通に向けて、工事を推進中。 

6 

【現在の状況（①オンランプ部）】 

【現在の状況（②オフランプ部）】 

完成済 
工事中・ 

用地取得中 未着手 

用地取得率 
１００％ 
（全体） 

工 
事 

付帯工事 

上部工事 

用地 

下部工事 

今回 
評価時 
H29 

用地取得率 
１００％ 
（全体） 

工 
事 

付帯工事 

上部工事 

用地 

下部工事 

前回 
評価時 
H27 

改良・橋梁・舗装・電共 

16 

東名入口 

横浜町田
ＩＣ 

再評価対象区間 

国道１６号 保土ヶ谷バイパス（Ⅱ期）  延長2.1km 

至 渋谷 

至 厚木 

至 

横
浜 

オフ 
ランプ 

① 

② 

至 

八
王
子 

南町田北 

至 八王子 

至 横浜 

ランプ部 

（オンランプ） 

至 八王子 

至 横浜 

ランプ部 

（オフランプ） 

ランプ部の撮影日はH29.9.14 

撮影：H29.9.14 

撮影：H29.9.14 



２．事業の進捗状況    

（３）－１事業費変更の概要 

①沿道・現道交通への影響軽減に伴う増加 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（約１３億円増額） 
②雨水の流出抑制に伴う増加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（約 ３億円増額） 
③現地条件の変更対応に伴う増加 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（約 ８億円増額） 
④現道復旧・更新に伴う増加 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（約２５億円増額） 
⑤交通安全施設の追加・変更に伴う増加 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（約 ７億円増額） 
                                                         計 約 ５６億円増額 

項目 事業費変更内容 増額 

① 
沿道・現道交通への
影響軽減に伴う増加 

○沿道や現道交通への影響（振動、通行規制等）を極力軽減するため、ランプ部の 

   施工方法・構造を変更したことによる増加。 
約１３億円 

② 
雨水の流出抑制に伴
う増加 

○昨今の局地的な集中豪雨を踏まえ、道路排水の流末管理者との協議を実施した 

 ところ、調整池の設置が必要となったことによる増加。 
約３億円 

③ 
現地条件の変更対応
に伴う増加 

○工事により確認した大規模なコンクリート塊の取り壊し・処分や基準を超過する 

 掘削土砂を産業廃棄物として処分する必要が生じたことによる増加。 

○地中障害物により基礎杭の施工方法を変更したことによる増加。 
約８億円 

④ 
現道復旧・更新に伴う
増加 

○現道は重交通路線であり、工事期間中、本格的な路面補修ができなかったことで、 

 舗装の破損が著しく、舗装の打ち替えが必要となったことによる増加。 
約２５億円 

⑤ 
交通安全施設の追
加・変更に伴う増加 

○交通案内が複雑な箇所のため、より安全で分かりやすい案内標識や路面標示等 

   を追加・変更したことによる増加。 
約７億円 

合計 約 ５６億円 

7 

精査中 



２．事業の進捗状況    

（３）－２ 事業費変更内容① 

①沿道・現道交通への影響軽減に伴う増加                            【約１３億円】 

●オンランプ（擁壁部）の施工方法変更 

●施工箇所 

オフランプ（L=270m） 

オンランプ(L=90m) 

横浜町田ＩＣ 

至 

横
浜 

至 

八
王
子 

施工箇所 
（オンランプ擁壁部） 

町
田
市
道 

仮設土留め工 

町
田
市
道 

当初 町
田
市
道 

 

精
密
機
械 

 
 

工
場 

3点支持杭打ち機
ヤード 3点支持杭打ち機

ヤード 

仮設土留め工 

・石積擁壁を除去 
・仮設土留め追加 
・施工ヤードの確保 

町
田
市
道 

 

精
密
機
械 

 
 

工
場 

杭打ち機の施工ヤードが不足、 
市道の通行止めが必要 

⇒振動への影響が小さく、狭小な空間で施工が可能な 
 中堀工法に変更 

中堀工法の概要 
 
図 
 

写真など 
バイブロ 

みやこさんぎょう
のｈｐ 

Space21ｈｐ 

・当初、ランプ部擁壁（基礎）は、バイブロハンマでの施工を予定していたが、複数の沿線事業所等からの要望により、極力振動を 
発生させずに施工が可能な工法への変更が必要となった。構造については、経済性を考慮し、Ｌ型擁壁・鋼管杭を採用。 
・また、関係機関との協議により、現道交通（東名高速ランプ、国道16号、市道）への影響（振動、通行規制等）を極力軽減するため、
仮設工等の追加が必要となった。 

事業所など、位置・範囲修正 
ポンチ絵 

8 

●オンランプ擁壁部の構造変更例 

当初（鋼矢板） 変更（L型擁壁・鋼管杭） 

・バイブロハンマ工法で 
 施工を計画 

鋼矢板 

・中堀工法で施工が可能な構造 
 （鋼管杭、L型擁壁）に変更 

ランプ部の構造・工法の比較 

主な道路構造／施工工法 
振動
影響 

施工費用 

当初 
鋼矢板／ 

バイブロハンマ工法 
× 約２億円 

変更案① 鋼管矢板／中堀工法 ○ 約１４億円 

変更案② Ｌ型擁壁・鋼管杭／中堀工法 ○ 約９億円 

振動への影響を軽減でき、コスト縮減が図れる工法を採用 

鋼管杭 

L型擁壁 

●擁壁（基礎）の施工方法の変更 

当初（バイブロハンマ工法） 変更（中堀工法） 

バイブロハンマ工法の施工例 

・施工時に振動が発生 

中堀工法の施工例 

・騒音、振動の発生が少なく、 
狭小な場所での施工が可能 

工場 

現道・既設ランプ 

新設ランプ 

歩道 

※その他に仮設工等（約６億円） 

なかぼり 

なかぼり 

なかぼり 

なかぼり 

なかぼり 



２．事業の進捗状況    

（３）－２ 事業費変更内容② 

・当初、道路排水は、隣接する既設下水道管への直接放流にて計画。 
・昨今の局地的な集中豪雨により、当該事業地周辺でも道路冠水が多発。 
・流末管理者と協議した結果、道路整備による流出増分を一時貯留させる調整池の追加が必要となった。  

●標準横断図 
拡幅前 

隣接する既設下水道管に放流 

CL 

一般部 一般部 歩道部 側道部 

●平面図 

至 

横
浜 

●冠水状況 

至 

八
王
子 

●調整池断面図 

調整池 

横浜町田IC 

東名入口交差点 

① 

① 

② 

② 

9 

②雨水の流出抑制に伴う増加                                     【約３億円】 

冠水の発生件数の推移 
まとめる 

拡幅後 

隣接する既設下水道管に放流 

ランプ 
合流部 一般部 

本線部 本線部 

歩道部 一般部 側道部 

調整池 

調整池に一時貯留 

ランプ部 

H28.7撮影 H29.8撮影 



埋設箇所 

●平面図 

２．事業の進捗状況    

（３）－２ 事業費変更内容③ 

③現地条件の変更対応に伴う増加                        【約８億円（内約５億円）】 

●支障物掘削状況（オフランプ） 

10 

※当初の柱状図（地下水位）が低い 
 
  試掘or施工で判明したのか？ 

●泥土の発生状況（オンランプ・オフランプ） 

発見されたコンクリート塊 

設計時の 
ボーリング柱状図 

■施工時の状況 

当初、地下水位（GL-9.0m）以深の掘削土の運搬処分を見込んでいたが、全量の運搬処分が必要となった。 

掘削土は水分が多く、土砂の運搬処分が必要 

オンランプ 

オフランプ 
横浜町田ＩＣ 

至 

横
浜 至 

八
王
子 

泥土発生箇所 

地下水位（GL-9.0m） 

■設計時のボーリング柱状図 

ボーリング位置 

支障物発見箇所 

泥土は産業廃棄物 
として処分 

オフランプ 

至厚木 

至渋谷 

大和市 

横浜市 

神奈川県 

16 

246 

東名入口 

東京都 

町田市 

至 

八
王
子 

至 

横
浜 

横浜町田
ＩＣ 

南町田北 

オンランプ 

支障物確認箇所 

泥土発生箇所 

（南町田駅前付近） （南町田駅前付近） 

・ランプ下部・改良工事において、地中から大規模なコンクリート塊等が発見されたため、撤去及び処分が必要となった。 
・また、ランプ下部工事において、想定よりも地下水位が高く、多くの泥土が発生したため、運搬処分が増額となった。                      



２．事業の進捗状況    

（３）－２ 事業費変更内容③ 

11 

・当初、コンクリート矢板圧入での施工を計画していたが、試掘を行ったところ、地中障害物（コンクリート殻）を確認。そのため、ロック
オーガ併用鋼矢板圧入工法に変更を行った。合わせて、発生したコンクリート殻の運搬処分が追加となった。 

・また、高速道路（料金所付近）側の車両に対する安全対策として、交通誘導員や看板設置等の追加が発生した。 

至 

八
王
子 

●施工箇所 

至 

横
浜 

オンランプ 

オフランプ 

横浜町田ＩＣ 

施工箇所①（鋼矢板圧入） 

施工箇所（ロックオーガ併用鋼矢板圧入） 

●ロックオーガ併用鋼矢板圧入 

当初（コンクリート矢板圧入） 

試掘時のコンクリート殻の確認状況 

鋼矢板 

●施工状況 

コンクリート矢板 

③現地条件の変更対応に伴う増加                        【約８億円（内約３億円）】 

施工状況（支障物の状況） 

施工箇所②付近で確認された地中支障物（コンクリート殻） 

施工箇所②付近のコンクリート殻の状況 

試掘後の想定よりも多くの 
コンクリート殻を確認 

・地中障害物（コンクリート殻）をロックオーガで 
 破砕掘削し、鋼矢板を圧入 

ロックオーガ施工例 現地で確認されたコンクリート殻 

地中障害物（コンクリート殻）を 
オーガヘッドで破砕し、 
鋼矢板を圧入 

オーガヘッドの例 

Ｐ８を参考に 
３工法(概要)＋ 
比較表を追加 

擁壁基礎構造・工法の比較 

基礎構造／工法 地中障害物 概算工事費※ 

当初 
コンクリート矢板／ 

圧入工法 
× 約0.5億円 

変更 
鋼矢板／ 

ロックオーガ併用圧入工法 
○ 約2.5億円 

基礎構造／工法 地中障害物 施工費用 

当初 
コンクリート矢板／ 

圧入工法 
× 約０.５億円 

変更 
鋼矢板／ 

ロックオーガ併用圧入工法 
○ 約２.２億円 

・当初、ランプ部擁壁基礎は、コンクリート矢板圧入での施工を予定。 

・擁壁工事において、多量の地中障害物（コンクリート殻）を確認したことから、コンクリート殻を破砕しながら施工可能な工法への変更
が必要となった。 

事業所など、位置・範囲修正 
ポンチ絵 

工場 

現道・既設ランプ 新設ランプ 歩道 

※その他コンクリート殻の運搬処分等（約１.３億円） 



２．事業の進捗状況    

（３）－２ 事業費変更内容④ 

④現道復旧・更新に伴う増加                                    【約２５億円】 

至 

八
王
子 

至 

横
浜 

延長 2.1km 

東名入口 

南町田北 

●交通状況（一般部） 

●舗装状況（わだち掘れ、路面補修跡） 

至 横浜 

至 八王子 

至 横浜 

至 八王子 至 八王子 

至 横浜 
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※舗装構成を入れる 
 当初）切削オーバーレイ 
 変更）打ち替え 

わだち掘れ 

補修跡 

■本復旧の舗装構成 

当初（t=10cm）：切削オーバーレイ 変更（t=60cm）：打ち替え 

10cm 
15cm 

10cm 

35cm 

表層 

上層路盤 
（RM-40） 

上層路盤 
（アスファルト安定処理） 

基層 
表層 
基層 
基層 

日交通量が約5万台、大型車混入率が約25％
と高く、路面への負担が大きい  

・平面図（打ち替え分からない）必要？ 
・仮舗装の構成図を 
・打ち替え構成再確認。上層、下層路盤とか 

●対策内容（本復旧の舗装構成） ●舗装状況（コア） 

当初（t=10cm）：切削オーバーレイ 

10cm 
表層 
基層 

15cm 

10cm 

上層路盤 
（RM-40） 

上層路盤 
   （As安定処理） 

表層 

基層 

基層 

わだち掘れの詳細写真 
状況 
打ち替えが必要な理由となる状況を追加 

当初（鋼矢板） 変更（鋼管杭・L型擁壁） 

5cm 

5cm 
9cm 

30cm 

上層路盤 
（As安定処理） 

表層 

上層路盤 
（RM-40） 

仮舗装箇所のコア採取状況 
（表層の破損状況を確認） 

25cm付近まで 
舗装の破損状況を確認 

■本復旧の舗装構成 

当初（t=10cm）：切削オーバーレイ 変更（t=40cm）：打ち替え 

10cm 
15cm 

10cm 

表層 

上層路盤 
（RM-40） 

上層路盤 
（アスファルト安定処理） 

基層 
表層 
基層 
基層 

15cm 

15cm 

●損傷状況（詳細） 

当初（t=10cm）：切削オーバーレイ 

変更（t=40cm）：打ち替え 

・国道１６号（現道）は重交通路線である上、橋梁工事を実施している長期間（約１５年）にわたって本格的な路面補修が出来なかった
ため、わだち掘れや路面の段差、穴ぼこ等が多数発生。 
・当初、車道の本復旧は、切削オーバーレイを予定していたが、舗装の破損が著しいため、舗装の打ち替えが必要となった。 

路面段差・ 
穴ぼこ 



２．事業の進捗状況    

（３）－２ 事業費変更内容⑤ 

⑤交通安全施設の追加・変更に伴う増加                             【約７億円】 

●対策箇所 
A 

A 

下川井IC 

A 

A 

上川井IC 

横浜町田IC 

上川井IC 

至 

八
王
子 

至 

横
浜 

凡 例 

： 路面標示追加 

： 案内標識追加 

： 案内標識変更 

保土ヶ谷バイパス 保土ヶ谷バイパス（Ⅱ期）町田立体 

○案内標識の更新（１５箇所） 

○インターチェンジ分岐部の案内※ 

行き先を色分けした案内標識の設置、カラー舗装化 

○門型標識の新設（２基） 

●対策内容 

○分かりやすい路面標示（５箇所） 

○Ｆ型標識の新設（２基） 

着色舗装の例 

 

八王子
Hachioji

相模原
Sagamihara

厚木
Atsugi

渋谷
Shibuya

1616

カラー舗装化 

八王子
Hachioji

相模原
Sagamihara

厚木
Atsugi

渋谷
Shibuya

1616

16

16

 

カラー舗装化 

16

16

新設 

更新 

カラー舗装化 

ポンチ絵 
（カラー舗装・標識などの位置を

示す） 
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現道・既設ランプ 新設ランプ 歩道 

オフランプ 

オンランプ 

※関係機関と協議中のため、詳細が変更となる場合があります 

○補助標識の新設※（１０箇所） 246
E1

横浜町田ＩＣ 

東
名
高
速

八
王
子 

相
模
原

16
国　道

ROUTEE1

・当該路線については、日交通量１０万台超の自動車専用道路である保土ヶ谷バイパス及び出入り交通量約８万台の東名高速横浜
町田ＩＣと接続しており、交通案内が複雑な箇所となっている。 

・そのため、本線部開通後の道路利用者からの声や公安委員会との協議により、より安全でわかりやすい道路標識や区画線、 
 路面標示等の追加が必要となった。         

カラー舗装化 

新設 



※基準年次における現在価値化前を示す。 

３．事業の評価    

■総便益（Ｂ） 

■総費用（Ｃ） 

道路事業に関わる便益は、平成42年度の交通量を、整備の有無それぞれについて
推計し、「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上した。 
【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】 

当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上した。 
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【参考：前回再評価（H27）】 

：平成27年度 

：開通後50年間 

：平成17年度道路交通センサス 

：平成42年度 

：44,700（台／日） 

：約587億円 

：約1,262億円（約2,864億円※） 

：約687億円（約586億円※） 

：1.8 

(１)計算条件 

 ・基準年度        ：平成27年度 

 ・分析対象期間     ：開通後50年間 

 ・基礎データ               ：平成17年度道路交通センサス 

 ・交通量の推計年次    ：平成42年度 

 ・計画交通量       ：44,700（台／日） 

 ・事業費          ：約587億円 

 ・総便益(Ｂ)        ：約1,262億円（約2,864億円※） 

 ・総費用(Ｃ)        ：約687億円（約586億円※） 

 ・費用便益比(Ｂ/Ｃ)   ：1.8 

前回再評価の値 

注：費用対効果分析に係る項目は平成27年度評価時点 

(１)計算条件 

 ・基準年度        ：平成29年度 

 ・分析対象期間     ：開通後50年間 

 ・基礎データ               ：平成17年度道路交通センサス 

 ・交通量の推計年次    ：平成42年度 

 ・計画交通量       ：44,600（台／日） 

 ・事業費          ：約643億円 

 ・総便益(Ｂ)        ：約1,296億円（約2,818億円※） 

 ・総費用(Ｃ)        ：約821億円（約628億円※） 

 ・費用便益比(Ｂ/Ｃ)   ：1.6 
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３．事業の評価    

注1）便益・費用については、平成27年度を基準年度とし、社会的割引率を４％として現在価値化した値である。 

 

注3）費用及び便益額は整数止めとする。 

注4）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 

注5）便益の算定については、「将来交通需要推計手法の改善について【中間とりまとめ】」に示された第二段階 

   の改善を反映している。 

２）事業全体 

３）残事業 

前回再評価の値 

便益(Ｂ) 

走行時間 
短縮便益 

走行経費 
減少便益 

交通事故 
減少便益 

総便益 費用便益比 
（Ｂ／Ｃ） 

1,107億円 99億円 57億円 1,262億円 

費用(Ｃ) 
事業費 維持管理費 総費用 

1.8 
676億円 12億円 687億円 

便益(Ｂ) 

走行時間 
短縮便益 

走行経費 
減少便益 

交通事故 
減少便益 

総便益 費用便益比 
（Ｂ／Ｃ） 

1,107億円 99億円 57億円 1,262億円 

費用(Ｃ) 
事業費 維持管理費 総費用 

27.3 
35億円 12億円 46億円 

注2）費用便益比算定上設定した完成年度は、平成30年度である。 

注：費用対効果分析に係る項目は平成27年度評価時点 



16 

３．事業の評価    

平成２９年度 事　業　名： 一般国道16号　保土ヶ谷バイパス（Ⅱ期）

計画課 担当課長名： 今村忠彦

チェック欄

■

■

■

■

■

■

　　 ■

前回評価で費用対効果分析を実施している ■

２．需要量等の変更がない

判断根拠例[需要量等の減少が１０％※以内]
需要量の変化は無い

３．事業費の変化

判断根拠例[事 業 費の増加が１０％※以内]
前回評価時の事業費587億円に対して9.5％（56億円）の増加であり、10％以内である

以上より、費用対効果分析を実施しないものとする。

４．事業展開の変化

判断根拠例[事業期間の延長が１０％※以内]
前回評価時の事業期間21年（H10～H30）に対して9.5％（2年）の延長であり、10％以内である

（イ）費用対効果分析を実施することが効率的でないと判断できる場合

・事業規模に比して費用対効果分析に要する費用が大きい
判断根拠例[直近３カ年の事業費の平均に対する分析費用１％
以上]
または、前回評価時の感度分析における下位ケース値が基準値を上
回っている。

前回評価時における下位ケース値が基準値（B/C＝1.0）を上回っている。
H27年度実施の下位値
〔事業全体〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔残事業〕
　　　　・交通量（-10％）　B/C＝1.7　　　　　　　　　・交通量（-10％）　B/C＝24.5
　　　　・事業費（+10％）　B/C＝1.8　　　　　　　　　・事業費（+10％）　B/C＝25.4
　　　　・事業期間（+1年）　B/C＝1.8　  　　　　　　 ・事業期間（+1年）　B/C＝26.4

・事業を巡る社会経済情勢の変化がない
判断根拠例[地元情勢等の変化がない]

地元情勢等の変化が無い

内的要因＜費用便益分析関係＞
※ただし、有識者等の意見に基づいて、感度分析の変動幅が別に設定されている場合には、その値を使用することができる。
注）なお、下記2.～4.について、各項目が目安の範囲内であっても、複数の要因の変化によって、基準値を下回ることが想定される場合には、費用対効果分析を実施する。

１．費用便益分析マニュアルの変更がない
判断根拠例[Ｂ／Ｃの算定方法に変更がない]

B/Cの算定方法に変更が無い

（ア）前回評価時において実施した費用対効果分析の要因に変化が見られない場合

事業目的

・事業目的に変更がない 事業目的に変更が無い

外的要因

費用対効果分析実施判定票

年　度：

担当課：

※各事業において全ての項目に該当する場合には、費用対効果分析を実施しないことができる。

項　　目
判　定

判断根拠

別添様式



４．事業の見込み等    

・保土ヶ谷バイパス（Ⅱ期）の用地取得は完了。本線部は平成２８年４月に４車線開通。 

・引き続き、平成30年度のランプ部開通に向けて工事を推進。 

（１）事業進捗の見込みの視点 
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前回 
再評価 

今回 
再評価 

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33

都市計画決定
都市計画

決定

事業化 事業化

測量・調査・設計
路線測量
地質調査

設計

路線測量
地質調査

設計

路線測量
地質調査

設計

路線測量
地質調査

設計

路線測量
地質調査

設計

路線測量
地質調査

設計

路線測量
地質調査

設計

設計・用地説明
設計・

用地説明

用地 用地着手 14％ 33％ 45％ 56％ 79％ 86％ 94％ 97％ 99％
用地取得

完了
100％

前回
下部着手

橋梁
改良

橋梁
改良

橋梁
改良

上部着手
橋梁
改良

橋梁
改良

橋梁
改良

橋梁
改良

橋梁
改良

橋梁
改良

橋梁
改良

橋梁
改良

橋梁
改良

橋梁
改良
舗装

橋梁
改良
舗装
電共

改良
電共

改良
電共
舗装
完成

今回
下部着手

橋梁
改良

橋梁
改良

橋梁
改良

上部着手
橋梁
改良

橋梁
改良

橋梁
改良

橋梁
改良

橋梁
改良

橋梁
改良

橋梁
改良

橋梁
改良

橋梁
改良

橋梁
改良
舗装

橋梁
改良
舗装

橋梁
改良
舗装

橋梁
改良
舗装

改良
電共

改良
電共
完成

供
用
開
始
年
次

（
本
線
高
架
部

）

供
用
開
始
年
次

年度

工事

事業着手 

調査・設計 

用地 

工事 

H13 H29 ～ 
都市計 
画決定 

H30年代 

H28本線部開通 

H14 

事業化 

H15 H28 

H30ランプ部 
開通予定 

H15 

H14 

H14 

H24 

現在 

オフランプ 

至厚木 

至渋谷 

東名 横浜町田ICランプ 

H30年度開通予定 

大和市 

横浜市 

神奈川県 
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246 

東名入口 

東京都 

町田市 

至 

八
王
子 

至 

横
浜 

横浜町田
ＩＣ 

南町田北 

保土ヶ谷バイパス（Ⅱ期） 延長2.1km 

再評価対象区間 

4/4車線 H28年度開通 

オンランプ 

開通区間 

凡 例 

整備中区間 

高 速 道 路 

国        道 

町田街道 

その他道路 
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５．関連自治体等の意見 

（東京都知事からの意見） 

・本事業は、国道１６号や並行する町田街道の渋滞緩和に資する重要な事業である。 

・このため、必要な財源を確保し、早期完成に向け、事業を推進されたい。 

・また、東名高速道路との接続工事（ランプ部）は、平成３０年度の開通見通しを遵守されたい。 

・さらに、事業実施にあたっては、コスト縮減を図るなど、より効率的な事業推進に努めること。 

（１）東京都からの意見 



・保土ヶ谷バイパス（Ⅱ期）の整備により、国道16号を通過する交通が高架部に転換し、適切な機能分担が図られ、渋滞
が緩和し交通安全性が向上 。 

・東名高速や中央道、関越方面の背後地にアクセスしており、横浜港と東名高速や中央道、関越道方面へ接続する保
土ヶ谷バイパスでは、大型車交通量が顕著となっている。ランプ部の整備により、更なる交通渋滞の緩和が期待され、物
流効率化の支援が見込まれる。 

・費用対効果（B／C）は1.8である。 

・保土ヶ谷バイパス（Ⅱ期）の用地取得は完了。 

・平成28年4月に本線部が開通。 

・引き続き、平成30年度の本線部と東名高速道路との直接の出入りが可能となるランプ部開通に向けて、事業を進める。  

・事業継続とする。 
・本事業は、交通渋滞の緩和、交通安全の確保の観点から、事業の必要性・重要性は高く、早期の効果発現を図ることが
適切である。 
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６．今後の対応方針（原案） 

（１）事業の必要性等に関する視点 

（２）事業進捗の見込みの視点 

（３）対応方針（原案） 

精査中 


